


国
水
研
の
動
き

（
平
成
二
〇
年
一
二
月
～
平
成
二
一
年
三
月
）

一
二
月
三
日
　
　
衆
議
院
調
査
局
環
境
調
査
室
長
他
来
所

一
二
月
一
二
日
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
ジ
ア
循
環
社
会
構
造
コ
ー
ス（
タ
イ
）来
所

一
二
月
一
九
日
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
央
地
域
産
業
環
境
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
ス(

イ
ラ
ン)

来
所

一
月
八
日
　
　
　
第
八
回
横
浜
微
量
成
分
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催

一
月
一
五
日
　
　
環
境
省
環
境
行
政
実
務
研
修（
～
一
六
日
）

一
月
二
四
日
　
　
国
水
研
機
能
外
科
研
究
委
員
会
開
催（
東
京
）

二
月
三
日
　
　
　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
研
修（
エ
ジ
プ
ト
）来
所

二
月
五
日
　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修（
モ
ン
ゴ
ル
）来
所

二
月
五
日
～
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修（
ブ
ラ
ジ
ル
）来
所

　
　
　
　
　
　
　
公
衆
衛
生
コ
ー
ス（
～
二
月
二
十
日
）

　
　
　
　
　
　
　
水
銀
分
析
コ
ー
ス（
～
三
月
五
日
）

二
月
一
三
日
　
　
都
留
文
科
大
学
教
育
学
部
一
行
来
所

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修（
マ
ー
シ
ャ
ル

　
　
　
　
　
　
　
他
３
カ
国
）来
所

二
月
一
八
日
　
　
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム（
～
二
〇
日
）

二
月
二
七
日
　
　
研
究
評
価
年
次
委
員
会
開
催（
～
二
八
日
）

三
月
二
日
　
　
　
環
境
省「
水
俣
病
経
験
の
普
及

　
　
　
　
　
　
　
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」（
ア
ジ
ア
７

　
　
　
　
　
　
　
ヶ
国
環
境
行
政
担
当
者
）一
行

　
　
　
　
　
　
　
来
水（
～
四
日
）

三
月
二
八
日
　
　
健
康
セ
ミ
ナ
ー「
介
護
予
防
に
つ
い
て
」
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特
集

水
銀
の
は
な
し

「
日
本
人
と
水
銀
」

基
礎
研
究
部 
生
化
学
室
長
　
　

安
武
　
章

　
水
銀
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、「
液
体
で
あ

り
な
が
ら
金
属
」と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
性
質

を
も
っ
て
い
ま
す
。液
体
で
す
か
ら
入
れ
物

に
よ
っ
て
自
由
に
形
が
変
わ
り
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
ロ
ー
マ
神
話
の
変
幻
自
在
の
商

業
の
神「
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
」に
ち
な
ん
だ
マ

ー
キ
ュ
リ
ー（Mercury

）と
い
う
英
語
名
が

あ
り
ま
す
。日
本
で
も
昔
は「
し
ろ
が
ね
」と

よ
ば
れ
、ず
っ
と
昔
か
ら
私
た
ち
の
生
活
に

深
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。奈
良
の
大
仏

建
立
時
に
、大
仏
に
金
メ
ッ
キ
す
る
た
め
に

大
量
の
水
銀
が
使
わ
れ
た
の
は
有
名
な
話

で
す
。ま
た
短
歌
で「
あ
お
に
よ
し
」と
い
う

奈
良
に
か
か
る
枕
詞
が
あ
り
ま
す
が
、漢
字

で
は「
青
丹
よ
し
」と
書
き
ま
す
。「
丹
」は
水

銀
染
料（
硫
化
水
銀
）の
朱
色
の
こ
と
で
、建

造
物
の
柱
の
鮮
や
か
な
朱
色
を
称
え
た
も

の
で
す
。

　
さ
て
、水
銀
と
い
う
と
や
は
り「
毒
」と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、古
今
東
西
い
く
つ
か

の
中
毒
事
故
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。と
こ

ろ
が
、多
く
の
方
は「
エ
ッ
、ウ
ソ
ッ
」と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、毒
で
あ
る
は

ず
の
水
銀
が
、私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
環

境
中
ど
こ
に
で
も
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

最
新
の
測
定
器
を
使
う
と
、普
通
に
呼
吸
し

て
い
る
空
気
の
中
の
水
銀
で
さ
え
正
確
に

測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
そ

の
量
は
ご
く
わ
ず
か
で
、健
康
を
害
す
る
レ

ベ
ル
よ
り
も
数
桁
低
い
も
の
で
す
。ま
た
海

や
川
の
水
の
中
に
も
溶
け
て
お
り
、そ
の
一

部
が
メ
チ
ル
水
銀
に
変
わ
っ
て
魚
介
類
に

蓄
積
さ
れ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。つ

ま
り
、私
た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち
に
水
銀
と

接
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
の
回
り
に
水
銀
が
存
在
す

る
こ
と
は
、火
山
の
噴
火
な
ど
、数
十
億
年

に
わ
た
る
自
然
活
動
の
結
果
で
あ
り
、メ
チ

ル
水
銀
が
魚
介
類
に
蓄
積
す
る
の
も
自
然

現
象
で
す
。

　
魚
介
類
を
多
く
食
べ
る
私
た
ち
日
本
人

は
、ど
う
し
て
も
メ
チ
ル
水
銀
の
摂
取
量
が

魚
介
類
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
海
外
の
人
よ

り
も
多
く
な
り
ま
す
。メ
チ
ル
水
銀
の
摂
取

量
は
毛
髪
の
水
銀
濃
度
か
ら
わ
か
り
ま
す

が
、日
本
人
の
平
均
値
は
欧
米
諸
国
よ
り
も

高
め
で
す
。で
も
そ
の
値
は
健
康
に
影
響
す

る
レ
ベ
ル
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
も
の
で

す
。幸
い
私
た
ち
は
体
の
中
に
メ
チ
ル
水
銀

の
解
毒
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
お
り
、取
り
込

ん
だ
も
の
を
確
実
に
排
泄
し
て
い
ま
す
。つ

ま
り
メ
チ
ル
水
銀
が
体
に
溜
ま
り
続
け
る

こ
と
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
最
近
、京
都
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら

面
白
い
報
告
が
出
ま
し
た
。日
本
人
の
歯
の

エ
ナ
メ
ル
質（
外
側
の
最
も
硬
い
部
分
で
す
）

の
水
銀
濃
度
が
、縄
文
時
代
、中
世
、江
戸
時

代
、現
代
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
も
の
で
す
。エ
ナ
メ
ル
質
の
水
銀
が

毛
髪
と
同
じ
よ
う
に
メ
チ
ル
水
銀
の
摂
取

を
反
映
す
る
も
の
だ
と
す
る
と
、日
本
人
の

メ
チ
ル
水
銀
摂
取
量
は
数
千
年
の
歴
史
の

中
で
変
化
し
て
い
な
い
、と
い
う
こ
と
が
言

え
そ
う
で
す
。魚
介
類
は
、そ
の
タ
ン
パ
ク

質
が
栄
養
学
的
に
と
て
も
優
れ
て
お
り
、健

康
の
維
持
に
必
要
な
不
飽
和
脂
肪
酸
の
宝

庫
で
も
あ
り
ま
す
。私
た
ち
日
本
人
は
豊
富

な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
て
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
築
い
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
写
真
説
明
】

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー（NASA

）の
撮
影
し
た
水
星

　
英
語
のMercury
に
は「
水
銀
」の
他
に「
水
星
」

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。太
陽
系
の
い
ち
ば
ん

内
側
の
惑
星
で
あ
る
水
星
は
公
転
周
期（
八
八
日
）

が
最
も
短
く
、こ
ま
め
に
動
き
回
る
神
、メ
ル
ク
リ

ウ
ス
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
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国
際
水
銀
会
議（
地
球
環
境
汚
染
物
質
と

し
て
の
水
銀
国
際
会
議
）は
、水
銀
問
題
に
関

す
る
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
が
一
同
に
会
し
、

最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
世
界
最
大
規

模
の
国
際
学
術
会
議
で
す
。二
〇
〇
一
年
の

第
六
回
会
議
は
水
俣
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
開
催
さ
れ
る
第
九
回
会
議
は
、六

月
七
日
～
一
二
日
、中
国
貴
州
人
民
大
会
堂

（
中
国
貴
州
省
貴
陽
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
で
唯
一
、水
銀
に
特
化
し
た
研
究
機

関
で
あ
る
国
水
研
も
、『
魚
摂
食
に
よ
る
メ
チ

ル
水
銀
ば
く
露
及
び
ｎ-

３
系
多
価
不
飽
和

脂
肪
酸(

ｎ-

３ PUFA)

の
関
係
』と
題
し
、日

常
生
活
で
食
べ
物
を
ど
う
選
び
、自
然
界
に

存
在
し
て
い
る
有
害
物
質
と
ど
う
つ
き
あ
い
、

重
要
な
栄
養
素
を
ど
う
摂
取
し
て
い
く
か
と

い
う
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

主
催
し
ま
す
。

◆
臨
床
部
か
ら

　
健
康
相
談
受
付
変
更
の
お
知
ら
せ

　
健
康
相
談
は
、情
報
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
木

曜
日
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
一
月
か

ら
受
付
け
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
ま
し
た
。お

電
話
に
て
ご
予
約
後
、ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、

メ
ー
ル
で
の
ご
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

◆
連
絡
先
　
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　℡
０
９
６
６-

６
３-

３
１
１
１

　
　
　
　
　（
担
当
）遠
山
・
宮
本

◆E

ーmail

　sohdan
@
nimd.go.jp

　
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

変
更
の
お
知
ら
せ
　

　
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、昨

年
夏
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
棟
及
び
本

館
の
耐
震
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の

た
め
、今
年
一
月
か
ら
、明
神
町
の
水
俣
病
情

報
セ
ン
タ
ー
一
階
で
実
施
し
て
い
ま
す
。実

施
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。利
用
ご
希
望

の
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
時
間
　(

月
曜)

九
時
半
～
一
四
時

　
　
　
　
　
　(

水
曜)

九
時
半
～
一
二
時

◆
連
絡
先
　
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
℡
０
９
６
６-

６
３-

３
１
１
１

　
　
　
　
　（
担
当
）遠
山
・
宮
本

　
二
月
一
八
日
か
ら
の
三
日
間
、Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
ス
タ
デ
ィ
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、招
へ

い
者
を
中
心
に
三
〇
名
が
エ
コ
タ
ウ
ン
や
チ

ッ
ソ
工
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
九
日
と
二
〇
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、魚
の
含
む
栄
養
素

と
水
銀
と
い
う
天
然
の
有
害
物
質
に
つ
い
て
、

国
内
外
の
研
究
者
か
ら
最
新
の
研
究
成
果
を

紹
介
し
、特
に
妊
婦
が
魚
か
ら
の
リ
ス
ク
を

低
減
し
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
具
体
的
手
段
等
の

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
同
時
通
訳
に
よ
り
、日
本
語
で

の
参
加
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、延
べ

約
一
一
〇
名
の
参
加
を
数
え
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
、地
域
の
方
に
も
参
加
し

や
す
い
国
際
会
議
を
目
指
し
て
改
善
を
続
け

い
き
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
介
護
は
予
防
で
き
る
！
」

と
　
き
　
三
月
二
八
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
二
時
半
～
四
時
半

と
こ
ろ
　
情
報
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
江
口
　
満
先
生

（
熊
本
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
総
室
副
総
室
長
）

　
一
般
の
方
を
対
象
と
し
て
、介
護
を
必
要

と
し
な
い
生
活
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
事
前
登
録
不
要
〕

！

お
知
ら
せ

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ラ
ー
ム
２
０
０
９
を

開
催
し
ま
し
た
♪

国
際
水
銀
会
議
２
０
０
９

（
中
国
・
貴
州
）

16
第
　
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
案
内
　！
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